
スタジオコースの作品から 2009 I Selected Students'Works from Studio Course 2009 

部の 4回生は毎年「スタジオコース」と

呼ばれる設計演習課題に取り組むことに

なる。

それぞれの担当教官が独自のテーマを設

定し、学生はそのテーマに応じて、自らの

むコースを所属する研究室に関係なく

自由に選択するといった、いわば卒業設

の前哨戦だ。その様々な作品の中から、

2009年度は 3コース 7名、 2010年度は

3コース 4名の作品をここに紹介する。

In the 4th grade, undergraduate students take 

the design class called'studio course' 

Each professor sets up his original subject, 

and students select freely regardness of then 

laboratory 

These studios, so called, are'the prehmrnary 

skirmish'of diploma projects 

We will introduce 7 works of last year and 4 

works of this year among the vanous courses 

TAKEYAMA STUDIO 

TAKAMATSU STUDIO 

MON-NAI STUDIO 

Junpei UTASHIRO 

Akira SODEYAMA 

Masashi NISHIKAWA 

Moe YASUKURA 

Shinya KINOSHITA 

Shohei TSUCHIDA 

Daiki OHTAKE 
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空間の音楽化

「ゆっくりと、苦しみをもって」

エリック・サティ

はじめに、音楽が与えられた

流れゆく旋律を手がかりに、言葉を紡ぎ、想像を膨らませ、空間を創出した

ここで音楽は一度、空間化された

この空間を体験するとき、音楽は再び流れはじめる

しかし、それはもとの旋律ではない

設計者により歪められ、観測者により様々な聞かれ方をする音楽

それはどんなメロディなのだろうか

4 歌代純平 I 竹山スタジオ



相対性

「夢の中で、夢を見たわ。『夢だと思っていたことが現実で、現実だと思っていたことが夢だった』と

いう夢なの」

寺山修司 地球空洞説より

夢の中で夢を見ること

夢の中で夢から覚めること

分が意識している世界は本当に現実なのだろうか

夢とは相対的なものであり、自分が現実だと思っているものに対しての夢である

現実とは夢に対しての現実であって、本当の世界など存在しないかもしれない

内と外は明確な境界があって始めて認識される

その境界線が絡まりあった時、どこが内でどこが外なのかわからなくなる

内部と外部の関係性はすべて相対的なものとして認識され、絶対的な内部、絶対的な外部は融解する

ここでは、自分を認識する唯一の手がかりとなるのは、窓の向こうの風景だけである

Junpei UTASHIRO I TAKEYAMA Studio 5 



音楽から空間への第一歩として｀

浮かんでくる言葉を拾う二

そこに何か空間をイメージさせる

過去別れ死別後悔深度暗

もっと深くから言菜を拾つてくる必要があるS

3 「エウパリノスあるいは建築家」

言葉と空間の関係について、 音楽には時間が存在するs再び無意識から言葉を拾う。

さらに今回は、無意識からi ポール・ヴァレリーの「エウパリノスあるいは建築家」 時間の流れがあるならば、

音楽を聴くときの感情を考慮すると を読んで考える。 そこにはストーリーがあるのではないかC

異なるいくつもの感情において

共通して出てくる言葉が、 「エウパリノスあるいは建築家」より 何度も何度も聞いていると、

その行楽から得る、根源的イメージかもしれない。 建築的思考の拡がりが感じられる部分を 旋律とイメージの結びつきが強くなった。

5. 空間のイメージ 6. 音楽から生まれた空間

これまでのプロセスで ひび割れた空間と屈折する動線。

音楽から浮かんできた言葉から生まれた、 内と外を表重にも投り返しながら、

空間のイメージ。 いくつもの空間の中を沿り抜け、

ゆっくり深みを増してゆくご

現実と想の往来、対比

行楽の旋律を滸り抜け、

15時暇 6時パイト後 ピッグアップし考察する。 それらは断片的であいまいなイメージであったが、 ・地下へともぐる 「想」へと没ってゆくかのごとく。

,9っくりと花開く ワインダラス

古い山小屋 ドレス、 着物？

モノクロ映画 ハープを弾く女性

落ちるグラス 捩れる針

舞うハンカチ 太い弦

水に浮かぷ小屋

20時空腹

その1つに「いまや言語とは建築技師だJ

という文があるる

ここから、 情緒的、 感情的イメージは

言語を介して形象化されるのではないか、

と考えた。

そこから物語を作ってみる。

「小雨の中、 1人歩くり）。

彼の目には隣で笑う彼女の姿s

しかしそこに彼女はもういないc

ゆっくりと回想する。

ピアノの鍵盤をバーン ・13時寝起き 音楽を聴き、無意識から浮かび上がるイメージ。 何気ない日常。

ガラスが割れる 祖母の家の時計 これらをいかに豊かな盆＇語で表現し、 ささいなことで離れゆく心c

ダイヤ 運動靴 形象化するか。 そして訪れた別れこ

落ちてゆく 一人 遠くへ消えて行く彼女の背中。

深い1趾海溝 テープルクロス引き抜き 鍵は言語である。

8ミリ映両の映写機 白い綿の塊 そして男は我に戻り、またゆっくりと歩き始める.J

背の商いマネキン

行き沿く先はいつもの日常

時間帖

そして空間へe

そして旋律の向こうにあるものは

いつもと変わらない日常。

また毎日の繰り返し二

この物語、 つまりは言葉の集合から空間のイメージ化を試みるや

旋律を抜けて

Erik SATIE Gymnopedie 

珈匁吋念戸加における最も印象的なヒ旋1,

旋律は逹裕にリズムと抑揖を仔える
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Axonometr1c 

Section 1 / 500 

Section Drawing 

Site Plan i / 5000 

Roof Plan 1 / 1000 

Graund Plan 1 / 1000 

Plan Drawing 

Gymnopedie I Erick SATIE 

のあい

Section 

各mfflu)裔嗅ミ化 ぶんかえって作り手の主題がより明快に伝わること

も多し＼ あるいはジョン・ケージによる図形楽詔

［建築は｝東れる音楽であるJとはわれるように、 や未来派などのアンビルトのドローイングに見られ

ルネサンス以降盛んに建築と脊楽を関連付ける試 るように、それらが本来の音楽や建築を表現する

音楽と建築は共に非再現芸術 ものであることを肩阻れ、それ自体で独特の言語に

であり、構成、比率、調和、 裔色（素材）など よるエクリチュールとなることもある， 音楽の晶面に

しヽ くつかの共通点も挙げることもできるこ は楽器ごとの時間軸に分節された脊が記附され、

音業と建築は作り手の考える主赳あるいはコンセ 贔さや長さ、その強切によって周波数の異なる音

フトのもどさ諮面や図面という媒体を通じ制作され の連続体が表現されるこれは俎築の図面にお

る，，請面と図面は音楽や建築を実現するためのス ける壁や床などの要素の配骰、それらの構成とい

クリフトであり、実際のi予楽や建築を体験ナること う手法と同じであるC・ルネサンス期に諮而や図面

によって受ける印象や感恰を完全には得られない の記述法は大きく進歩し、 古くからコンセフトをイ

8 西川昌志 I 竹山スタジオ

記諮法の確立により脊そのものの られるイメージは、憎う薗性があり、 個人的なものであ

調和や旋律により構築することが可能になっこ ることも多しヽが、その最大公約数を求め、幾何学

建築におしでもさまざまな要泰からなる部分を付加 的、客観的なものに近づけることができ左いかと

的に糾み合わせることで統.,,感のある全体を作り

議面や図面がコンセプトを表現する{メージやげ エリック・サティ作曲のジム／ヘディこ

菜と実際に実現される音楽や建策をつなぐもので 調を持つピアノ油であり、独特の哀愁を帯びた旋

あるとするならば、 粁楽ど紐策をイメ--ジや言葉を 律は人の心を落ち杓かせる心，オートマティスムに

ると音楽を馳いて得られる印象や感梢が建築に

空間を体験したときに詞じf:iJ象 れに対し地中や悔や、心の内面のり↓深くに沈ん
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角を東に曲がった、ほとんど飲食店の入った小さなピルがひしめき合う一角である。各々のビルの各階では、仕事帰りのサ

リーマンや学生が、知人と何か話しこみ、それぞれの夜を過ごしているっそのとき、彼らは無意識に、相手と自分を包み込む仮設的な

間を形成している。その空間は話していた内容や相手との関係によって、楽しい空間であったり、悲しい空間であったり、あるいは気

ず＼ヽ空間であったりするが、それらは全て感情に名前のある空間であ＇ヅぅ

してビルからタトに出ると、自分たちを取り巻く空間を覆っていた、目に見えない薄い膜が弾けることがある。いきなり真っさらになっ

たようだ感覚になる。そのときに感じた。

人間の心の中には喜びや悲しみといった名前のある感情が点在しており、その間には、日ごろ認識できていない、名前のない感情で埋め

尽くされているのではないだろうかつ

ひという感情の一瞬のきらめきを表現したベートーヴェンの「歓喜の歌」とは対照的に、エリック・サティの「ジムノペティ」は、-

の名前のない感情の輪郭線を縫うように進んでいく。それは同時に喜びや悲しみの輪郭線でもある。

聴き終えた後、言い換えれば、感情の輪郭が縁取られた後、それぞれの大きさや位置関係が確認できた心地よさと同時に、認知できてい

なかった感情の存在に大きな驚きと不安を覚える。

仮設的な小さな空間の集合を鉄筋コンクリートで物理的に閉じ込めたビルの間に、何の機能も持たない空間を用意する。ピルとビルの間

の空間は元々存在するが、私たちがそれに気づくのはごく稀である。すなわち、 「間の空間の輪郭」と呼ぶのが正しいのかもしれない。

そこでは、隣のヒルから漏れ出る知らない人達の騒ぎ声や、話しながら口にする料理の残飯の匂いや、何気なく浴びているエアコンの室

タト機の低い音や、そこから出る何とも言えない生ぬるい空気が充満している。雑草が、あるいは様々な種類の虫が、 ビルから排出された

それらを消費している場面に立ち会うかもしれない。

通りから一歩中に入ったら、そこは日ごろ意識していない要素が凝縮された空間てあった。自分が認識していた空間が全てではなく、こ

んなに身近にそれとはまったく異質の空間が広がっている c それを目の当たりにしたときの、頭を打ったような感覚は、 「ジムノペティ

」を聴＼ヽた後のそれに限りなく近いように思う。

10 安倉萌 I 竹山スタジオ
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12 木下慎也 I 高松スタジオ
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14 土田昌平 I 高松スタジオ
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ー奥行きを纏う建築一

都市と建築の新たな関係性を生み出す

■Program 

店舗・テナント オフィス

呉服・衣服関連の問屋 住戸

既存の機能を担保する形で再構成する

→ \~PIW'·stack~ 

ュームのスラブをねじる 三角形分割された壁はモザイク状に素材が変わリ 角度を変えながら秘まれたユニットは

■Section diagram 

奥行きはグラデーションのように変つていく つながったリ はなれたリしながら伸びてゆく

大竹大輝 門内スタジオ

South elevation 1/600 

恒~,.,, ヽ. 
""'" 

+ 7200 !eve plan 1 /1200 



+ 10400 level plan 1 /1200 + 13600 level plan 1 /1200 + 16800 level plan 1 /1200 

Daiki OHTAKE MON-NTAI Studio 17 



TAKEYAMA STUDIO 

TAKAMATSU STUDIO 

MON-NAI STUDIO 

京都のしかるべき敷地を選び、リズムやハーモニーといった音楽的概念の建築翻訳案

を通して、豊かな建築空間を構成すること。

音楽、それは不連続な音形の連続にすぎない。この不連続な音形の時間的な変容を人

は楽しむ。刹那ごと、異なる波形で戯れる音たち。その流れを読み、まとまりを読み、

繰り返しを読み、破調を楽しむ。分断された空気の震えを、人は記憶の中で編み上げ

ていくのだ。

移動する人の出会う空間たち。驚きの経験もまた、そのようにして編み上げられてい

る。不連続な断面の連続が、体験される時間の中で形をなしてゆく。たとえば不連続

な断面は音の広がり。たとえば断面の連続は音の流れ。たとえば亀裂から漏れ来る光

はシンバルの一撃。たとえばそよぎわたる風は弦のトレモロ。空間を音楽のように味

わう。移行する空間の体験。

人は移行する。過去と未来を往還しながら。空間に刻み込まれた出来事の記憶に、人

は耳をそばだたせる。人はそこに都を開いた人々の営みを聴き、はるかな山々からも

たらされた水の旅の物語を聴く。都市の未来のにぎわいを聴く。物語にそっと耳傾け

る都市の余白。メタフォアとしての水の回廊。

空間は形と色と大きさを持っている。そこを光と音と香りが訪れる。空間に形と色と

大きさを与えよう。そこに光と音と香りが木霊するよに。光と音と香りは水とともに

もたらされるだろう。水のきらめき、ゆらぎ、さざめき、つぶやき。光る風、波の音、

満ちてくる潮、そして香り。

形と色と大きさの譜面＝スコアが、光と音と香りの音楽を奏でてくれる。水は瞑想の

媒介者＝メディエーターだ。生命を宿した水。文物をもたらした水。自然を潤す水。

水の惑星の奇跡。

水辺は人を詩人にする。都市の余白に生まれるポエジー。どこにも属さない時間と空

間。無為の時間の空間化。

人はそこでそっと、耳を澄ませる。

そこにいるだけで、人を歌声で包むよう

ただただ人を祝福するような建築

その美を愛でつつも、いつのまにかその存在が人を愛でるような建築

そんな建築があるように、おそらく、語りかけるような建築がある。

それが何を語るかは、人がその建築になにを語りかけるかということと決して無閃係

でないにしても、ここでは、一人の設計者として、大いに想像力の翼を広げ、以下の

如き建築を構想せよ。

まるで独白するような建築

まるでつぶやくような建築

まるでささやくような建築

まるで告げるような建築

まるで表明するような建築

まるで宣言するような建築

まるで沈黙をかたるような建築

21世紀を迎えて、大量生産・大量消費を基調としたデザインが行き詰まり、環境や

社会の制約条件などを考慮して、幅広い要求を質的に満足するデザインヘの転換が求

められている。そこでは、デザインを「人間と環境との関係に変化をもたらす」営み

として理解し、個々の人工物のデザインにとどまらず、人工物相互の関係や人工物と

環境・人間との関係に配慮することにより、豊かな環境・社会システムをデザインす

ることが求められている。

都市の中の建築は、他の人工物や人間・環境とのネットワークを形成する結節点とし

て存在する。このスタジオでは、「都市と建築」のダイナミックな関係に焦点を結び、

京都という都市をフィールドとして、ミクロな建築レベルの環境のデザインを通し

て、マクロな都市レベルの環境をデザインする可能性を探求する。具体的には、歴史

都市・京都の都市空間に「魅力的な場所と風景を創発する新しいタイプの建築（の集

合）」を提案する。

18 スタジオコースの作品から I from Studio Course 




